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● 被災した集合住宅
　１９９５年４月にＪＩＡ メンテナンス部会は、首都圏の分

譲マンション・団地管理組合を対象に、阪神大震災によ

る集合住宅被害報告会を開催することにした。

　この報告会に向けて「阪神大震災写真集・被災した集

合住宅」を発刊した。

　神戸市須磨区から芦屋市・西宮市・尼崎市・伊丹市・

宝塚市まで調査した建物の内約２００棟・団地の集合住

宅を記録し地図上に被害建物の位置をプロットする。

　調査対象集合住宅の全景と被害部分の写真、建物概要、

配置図・方位、推定される活断層との関係、ＲＣ造、ＳＲＣ

造などの建物の構造形式、階数、片廊下型や階段室型な

どの住棟の形式、推定建築年代などの記録を記述した。

１事例、１～２頁とし、「無被害」から「軽微」「小破」「中破」

「大破」の順に記載した。

　２～３月に数回の現地調査、３月から編集・報告書の

原稿作成．編集し、４月１５日には初版を発行した。調

査隊員、約２０名が事例ごとに原稿を作成した。全体の

編集は当時、共同設計・五月社のスタッフだった宮城秋

治君と私が各頁の構成・版下を作成した。

　現地調査から得られた結論は以下の様なものであっ

た。

①建設年代が古くても、中層（５階建て）壁式構造の住棟

は地震被害が全く見られない

②同様に中層（５階建て）プレキャストコンクリート板構

造の住棟も無被害である。

③ラーメン構造の住棟では、１９７１年以前の旧々耐震設

計法の時代に建設された建物に最も被害が多く、次い

で１９８１年以前の旧耐震設計法の建物に被害が多く見

られた。

④ラーメン構造の住棟では、１９８１年以降の新耐震設計

法の建物は被害が少なかったが、中には構造躯体が損

傷した建物も見られた。

⑤下階が駐車場や店舗などのピロティが圧壊する集合住

宅の事例が極めて多く見られた。

　以上の２００棟を超す集合住宅の被害事例報告のほか、

岸崎隆生さんが鉄骨造アパート、竹田恭子さんが室内家

具等の被害、星川晃二郎さんが給水設備や水槽・貯湯式

温水器やキュビクル・空調室外機・電気設備などの被害

調査を報告した。

①鉄骨造や軽量鉄骨造．アパートは溶接不良などの施工

不良により倒壊する建物が多い。

②鉄骨造アパートでは、ＡＬＣ壁板の脱落やラスモルタ

ル外壁の脱落が多く見られた。

③ＥＸＰ．Ｊｏｉｎｔ金物の変形や脱落が多く見られた。

④屋外鉄骨避難階段はアンカー不足により転倒し、建物

本体からの外れる事例が多い。

⑤ラーメン構造の共用廊下に設置された鋼製玄関扉が建

物の変形により開閉不能になり、バールなどでこじ開

けられたものが極めて多く見られた。

⑥スロッシングにより高置水槽の天板が壊れ、転倒脱落

した水槽が多い。

⑦深夜電力・貯塔式給湯器の転倒による熱湯流出事故は

大阪や京都まで広い範囲に被害が及んだ。

⑧室内家具が吹っ飛び、移動、転倒などして怪我したマ

ンション居住者は多い。

　首都圏のマンション管理組合，区分所有者の関心は極

めて高く、発刊と同時に開催した建築家会館１階ホール

で報告会には１００名以上の参加があり、続いて６月には

工学院大学大教室に２００名近くの管理組合を集めて報

告会を開催した。更に写真集をテキストに住宅金融公庫

のホールや出版社の呼びかけで報告会を実施した。

　「写真集・被災した集合住宅」はすぐに売り切れ、５月

には第２版を発売することになった。

　一方、建築学会、土木学会、構造技術者協会、建築家

協会、空調衛生工学会、マンション学会などの専門家・

諸団体はそれぞれの専門分野ごとに被災調査の分析等の

報告会を行っていた。

　巨大都市災害に関する関係諸団体の横断的連携と総合

的対策の必要性が求められていた。

　しかし建物所有者、区分所有者や使用者、市民に直接、

プロとして地震被害と対策を訴える建築家集団はＪＩＡ 

メンテナンス部会だけであった。
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